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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己 

評価 

関係者 

評価 

意見 

ア 

生命が守られ、安全で

安心して生活できる

校内環境の整備 

交通事故の発生、年間

０回 
Ａ Ａ 

交通講話や街頭指導の成果が出

たもの来年度も継続してほし

い。 

「他者を思いやる気

持ちが高まった」と答

える生徒 80％以上 

Ｂ Ｂ 

人権意識向上に向け各種講座の

成果が表れた。多文化共生も含

め継続して指導してほしい。 

避難方法を理解して

いる生徒 100% 
Ｃ Ｂ 

避難場所、経路等、日本語が苦

手な生徒にもピクトグラムなど

活用して指導してみるのも良い

と思う。 

イ 

基本的生活習慣の確

立と自立した生徒の

育成 

生徒の遅刻数、年間 10

回以内の生徒 75％ 
Ａ Ａ 

遅刻は全てにマイナスとなる。

人生において大きなリスクにつ

ながるので時間を守る指導をお

願いします。 

校内の生活・学習環境

の落ち着きの維持 
Ａ Ａ 

今後も個々の生徒の特性に応じ

た指導を継続できるよう、教職

員の情報共有・連携を促進して

ほしい。 

ウ 確かな学力の育成 

「授業を通して学力

が向上した」と答える

生徒 60％以上 

Ａ Ａ 

生徒が授業に集中する訓練が必

要とも思えます。日常的な学習

習慣が身に付くよう指導してく

ださい。 

各教科におけるＩＣ

Ｔを活用した授業の

推進 

Ｂ Ａ 

更に生徒のＩＣＴ活用技術が高

まるよう、すべての授業での活

用頻度を高めていただきたい。 
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「各科目や総合、ＬＨ

Ｒの授業で、自己を表

現したり、学習の成果

を発表したりする。 

Ａ Ａ 

自らの気持ちを適切に表現でき

ることはとても大切なこと。引

き続き授業やＬＨＲ等での発表

の場を増やすようお願いした

い。 

エ 進路指導の充実 

「将来の夢や目標を

持っている」と答え

る生徒 60%以上 

Ｃ Ｂ 

夢や目標は持つことは、生きる

値打ちのある社会であることを

認識すること。夢や目標を持て

る体験学習等の指導をお願いし

ます。 

進路先が決定した卒

業生 75%以上 
Ａ Ａ 

素晴らしい数字。引き続き、地

域企業や市と連携しより良い進

路指導をお願いした。 

オ 
特別活動及び部活動

の充実 

生徒（会）による積極

的な話し合いや生徒

の自発的な運営を行

う生徒の増加 

Ａ Ａ 

生徒主体の活動は生徒の自主性

の育成につながるとともに、責

任感も養えるものです。引き続

き指導してください。 

集団への帰属感、連帯

感の深まり 
Ｂ Ａ 

行事活動を通して仲間意識や愛

校心が育ちます。生徒同士の協

働、協調を必要とする活動を行

い、更なる意識の高まりを期待

します。 

カ 

保護者や地域と連携

し、開かれた学校づく

りの推進 

学校に満足している

保護者 70％以上 

「保護者からの相談

等に学校が適切に対

応している」と答える

保護者 70％以上 

Ａ Ａ 

学校側の指導、努力が表れてお

り、保護者に信頼されているこ

とが読み取れます。引き続き丁

寧な指導をお願いします。 

外部講師の講座を年 3

回以上、実施する 
Ａ Ａ 

学校も社会の一員として地域や

外部とつながることは大切な

事。引き続き外部と連携した学

びの機会を生徒に提供していた

だきたい。 

「学校生活の様子が

わかる」と答える保護

者 75％以上 

Ａ Ａ 

定時制通信に限らず、SNS等を使

い情報発信することは、保護者

の信頼へとつながります。更な

る工夫をお願いします。 
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地域との連携の促進 

警察との連携促進 
Ａ Ａ 

教員とは違う視点を持つ社会人

の講話等は大切です。特に薬物

や不審なアルバイト話には乗ら

ないよう指導を御願いします。 

キ 
持続可能な教職員の

働き方改善 

事務作業の精選、軽減

を図る 
Ｂ Ａ 

他校の先進事例だけでなく、他

業種の働き方など参考に、更な

る業務改革をお願いします。 

教職員の仕事に対す

る充実感や連帯感の

高まり 

Ａ Ａ 

生徒の情報共有を適切に行い、

職員一丸となり、引き続き課題

の早期発見、対応をお願いしま

す。 

 

 


